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Abstract
Sincel989，thepharmaceuticalindustryhasexperiencedthecontinuedM＆Aof
companies・ItisoftensaidthatthepurposeofM＆AislargerR＆Dinvestmentfbrlarger
profit・ButtherearenoprevlousstuCliesthatshowpositiveevidencefbrscalｅｅｆｆｂｃｔｏｆ
Ｒ&Dinvestment・Ｒ＆Ｄprocessescanbeseparatedintotwosub-processes(researchand
developmenD,theexplainedvariablesinthesepreviousstudiesareonlytheresultsof
theresearChprocess，ｎｏｔｏｆｔｈｅＲ＆DprocessesThus，inthisarticle，basedonthe
existingdataofpharmaceuticalcompanies,weshowthatthepharmaceuticalR＆Dis
dividedmtotwosub-processes（researchanddevelopment)，andmakeanempirical
analysisofscaleeffbctsofR＆Dinvestmentoneachprocesses・First,basedonthetheory
ofcorporatestrategy）wepointoutthatblockbustershoulｄｂｅｕｓｅｄａｓａｎＲ＆Doutput
indexinanalyzmgtherelationbetweenR＆Ｄｏｕｔｐｕｔａｎｄｔｈｅｆｉｒｍｓ,proprietaryactivity6
Second，ｗｅｓｈｏｗｔｈａｔpharmaceuticalR＆DcanbedivideClintotwomanagerial
distmctivesub-processes（researchanddevelopment)．Thedevelopmentprocessis
theoreticallycharacterizedbyneedfbrlargerinvestmentthantheresearchoneThese
hypotheticalpropertiesareempiricallyinvestigatedbysimultaneousequationsmodel
withaPoissonregressionequationfbrblockbusterswithpatentsasaninputfbLctorThe
resulttells（i）thedevelopmentprocesshasgreaterelasticityofinvestmentthan
researchone，ａｎｄ(ii）theinnuenceofnumbersofresearchoutcome（patents）on
developmentofblockbustersisfblirlylimited・Theseresultsimplythatthedevelopment
processshouldbemorefbcusedratherthanresearchprocesswhenwediscussthe
relationbetweenpharmaceuticalR＆Dandcorporatebehaviorseekmgfbrlarger
mvestmentsuchasＭ＆Ａ．
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１９８９年以降､欧米の製薬企業では､合併という企業行動が相次いでおり、1998年以降は、
日本の製薬企業でも、同様の企業行動が相次ぐようになってきた。また、このような企業
行動は、今後も継続するであろうと推測される。
そこで本研究では、このような合併という製薬企業の企業行動が、製薬企業の最終目的
である収益向上や成長に貢献する合理的企業行動であることを、研究開発プロセスを研究
と開発という２つのプロセスに分割し、ブロック・バスターを研究開発成果の指標に採用
することによって、詳細に検証した。
第１章では、本研究の目的と構成を記し、第２章では、本研究の分析枠組みを示した。
まず第２章第１節では、経営戦略の理論に基づいて、競争優位の源泉であるブロック・バ
スターという内部資源を保有して、収益向上や成長という最終目的を達成するという、製
薬企業の企業行動モデルを示した。続く第２節では、合併という企業行動が、収益性や成
長性という企業の最終目的や、競争優位の源泉とされる内部資源に及ぼす効果を分析した
既存研究を調査した｡第３節では､第２節で調査した既存研究の問題点を指摘したうえで、
これらの問題点を改善するための、本研究の分析枠組みを示した。
既存研究の問題点は、（１）各産業の経営上の質的特徴から、産業ごとに合併行動の目的
が異なる可能性が高いにも拘らず、合併という企業行動にしか着目しておらず、合併とい
う企業行動の目的が踏まえられていないこと、（２）合併という因子と収益性や成長性とい
う因子、あるいは、合併という因子とブロック・バスターという因子が大きく乖離してい
ること、であった。そこで、既存研究の問題点を改善するために、製薬企業の合併という
企業行動の目的である研究開発投資が、直接的な因果関係を持ち、かつ、製薬企業の最終
目的である収益向上や成長に貢献する研究開発成果指標である、ブロック・バスターに及
ぼす効果を分析するという、本研究の分析枠組みを示した。
第３章では、第２章の分析枠組みで示した分析方法を説明した。まず第１節では、製薬
企業における研究開発投資が研究開発成果に及ぼす効果を分析した既存研究を調査した。
その結果、既存研究の多くでは、研究開発プロセスを研究と開発の２つのプロセスに分割
しておらず、研究開発成果指標に用いられた特許や新規化合物（NCE）は、研究成果でし
かあり得ないことが示された。加えて、研究と開発の２つのプロセスに分割した既存研究
においても、承認新薬という研究開発成果指標が用いられており、製薬企業の収益向上や
成長という最終目的との整合性が得られないことが示された。そこで本分析では、製薬企
業の企業行動との整合性を図るため、第２章第１節で示した、競争優位の源泉であるブロ
ック・バスターを研究開発成果指標に採用した。続く第２節では、このブロック・バスタ
ーの研究開発を、研究と開発という２つのプロセスに分割して、それぞれのプロセスにお
ける経営上の質的特徴を説明のうえ、両プロセスを担当する企業が分離している現状を説
-572-
明した。第３節では、第２節で説明した現状を反映する、同時方程式モデルという統計手
法を提示し、本分析に用いるデータの概略を説明した。
第４章では第３章で説明した同時方程式モデルの分析結果を示した｡この分析結果から、
（１）ブロック・バスターの研究開発は、経営上の質的特徴が異なる２つのプロセスに分
離していること、（２）研究プロセスにおいては、研究開発投資の規模の不経済が見られる
が、開発プロセスにおいては、研究開発投資に比例して成果が増加すること、の２点が明
らかになった。
従って、本分析結果から、合併などの研究開発投資の増大を目的とした製薬企業の企業
行動は、開発プロセスに限れば、成果を向上させ、製薬企業の最終目的である収益向上や
成長へと貢献する合理的企業行動であることが示された。それ故、本分析結果から、製薬
企業において合併という企業行動が相次いでいる理由を示すことができた。
第５章では、第４章の分析結果を踏まえた考察を行った。まず、第１節では、研究開発
投資の増大が可能となった製薬企業が、研究開発投資の規模の不経済が見られる研究プロ
セスではなく、研究開発投資に比例して成果の増加する開発プロセスに注力した研究開発
活動を行うようになり、研究プロセスの一部を外部化したことを示した。このような企業
行動は、第４章で示された分析結果と整合的な企業行動である。続く第２節では、研究開
発投資の規模の不経済が見られる研究プロセスにおいて、企業倫理が研究プロセスの問題
解決主体である優秀な研究者の獲得に有効であり、研究成果を向上させる１つの要因とな
り得る可能性を示した。
以上
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